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は明らかな差異は認められなかった．

 結論：血栓シンチグラフィーと血小板寿命の測定

は，従来の凝血学的指標とともに，血栓症の診断，凝

血能の充進の把握に有用な検査であると考えられた．

 4．脳虚血における血小板カルシウム濃度

    （神経内科）

      内山真一郎・望月 昌子・長山  隆・

      柴垣 泰郎・小林 逸郎・丸山 勝一

 目的：細胞内カルシウムイオンはアゴニストの刺激

による血小板活性化に重要なセカンドメッセンジャー

であることが知られている．今回我々は脳虚血患者に

おいて血小板内カルシウムイオン濃度（［Ca2＋］ρを測

定した．

 方法：対象は抗血小板幽幽投与の慢性油垢血栓症・

TIA 24例と年齢を対応させた患者対照7例である．方

法はクエン酸加静脈血に3μMのFura－2／AMを10ad－

ingし， ACD－A液1／10容を添加した後4mlのHepes

緩衝液を用いて遠沈により2回洗浄し，2×105／μ1の

血小板浮遊液を作製し，CAF－100型細胞内カルシウム

測定装置を用い，1mMのCaC12を添加してresting
levelの［Ca2＋］iを測定した後，0．5units／mlのthrom－

bin刺激による［Ca2＋］iの上昇を測定した．更に，

EGTAを用いて細胞外カルシウムをキレートするこ

とによりCa2＋inHuxとmobilizationを算定した．

 結果：対照群に比し，脳虚血患者群ではthrombin

刺激による［Ca2＋］1が高値であった（p＜0．05）．また，

同時に測定した，thrombin刺激による血小板凝集能と

［Ca2＋］〔の上昇およびmobnizationとは正相関した．

E5510の経口投与によりthrombin刺激による［Ca2＋］i

の上昇，mobilization， in且ux，血小板凝集能はいずれ

も著明に抑制された．

 結論：脳虚血患者では血小板のCa2＋動態に異常が

存在し，これが血栓準備状態として血小板凝集能の充

進に寄与する可能性が示唆された．

        〆
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